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一

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
二
）

久
保
田　

啓　

一

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
成
島
信
遍
・
道
筑
・
錦
江
・
冷
泉
為
久
・
服
部
南
郭
・
岡
田
兼
山

（
追
補
）

享
保
二
十
年　
　

乙
卯　

一
七
三
五　

四
十
七
歳

○　

四
月
二
日
以
降
、
江
戸
下
向
中
の
冷
泉
為
久
と
和
歌
の
贈
答
を
す
る
。

（
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
久
集
』）

　

信
遍
の
家
集
『
三
世
の
な
み
』
未
収
録
の
歌
を
収
集
し
検
討
す
る
過
程
で
、

拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
六
）

－

享
保
十
四
年
〜
二
十
年

－

」（『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
第
五
六
巻
特
輯
号
一
、一
九
九
六
年
一
二
月
）
の
追
補
を
組
み

込
む
必
要
が
生
じ
た
。
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
久
集
』（
請
求

番
号　

九
一
一
・
二
六
八
／
二
二
）
に
、
享
保
二
十
年
以
降
の
江
戸
下
向
時
の

冷
泉
為
久
の
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
享
保
二
十
年
の
分
に
、
関
東
冷

泉
門
人
と
の
贈
答
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
守
利
啓

　
　

小
倉
山
代
々
に
さ
か
ふ
る
峰
の
松
け
ふ
こ
の
も
と
に
あ
ふ
ぐ
嬉
し
さ

　
　
　
　

返
し

　
　

問
来
て
も
人
や
た
ど
ら
む
小
倉
山
ほ
の
か
に
残
る
松
の
下
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
充
長

　
　

惜
む
ら
ん
都
の
は
る
を
残
し
き
て
聞
や
あ
づ
ま
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　

か
へ
し

　
　

花
に
又
こ
む
春
た
の
む
東
路
も
名
残
や
は
な
き
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
筑

　
　

こ
と
の
は
の
な
ど
み
が
ゝ
れ
ぬ
玉
く
し
げ
二
よ
の
つ
ゆ
の
か
ゝ
る
恵
に

　
　
　
　
（「
か
へ
し
」
欠
か
―
―
引
用
者
注
）

　
　

朝
夕
に
心
を
か
け
ば
こ
と
の
葉
の
露
も
ひ
か
り
の
そ
は
ざ
ら
め
や
は

　

な
お
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵
『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三

（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
収
蔵
品
目
録  

歴
史
資
料
第
２
集
』〈
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
一
九
九
五
年
〉
六
一
頁
、
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二

池
上
家
文
書
目
録
Ｇ
池
上
文
庫
２
冷
泉
家
・
門
下
和
歌
７
）
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
利
啓
と
為
久
の
贈
答
が
省
か
れ
、「
惜
む
ら
ん
」
歌
の
詞
書
と
作
者

が
「
御
旅
館
に
て
為
久
卿
え
奉
り
け
る　

省
二
」
と
あ
り
、
道
筑
の
「
こ
と
の

は
の
」
歌
の
詞
書
が
「
為
久
卿
へ
奉
り
け
る
」、
初
句
が
「
こ
と
の
は
ぞ
」
の

形
を
取
る
な
ど
、
小
異
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
連
の
和
歌
に
は
「
二
日
の
よ
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
き
ゝ
て
」
の
詞

書
で
、

　
　

た
び
ま
く
ら
む
す
び
定
ぬ
か
ひ
あ
り
て
ね
覚
し
づ
か
に
聞
郭
公

の
歌
も
あ
っ
た
（『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
で
は
四
句
が
「
ね
ざ
め
し
つ
る
に
」

と
さ
れ
、「
る
」
の
右
に
「
ま
歟
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
）。

　

武
家
伝
奏
に
任
ぜ
ら
れ
た
為
久
は
、
享
保
二
十
年
か
ら
寛
保
元
年
ま
で
都
合

七
回
、
毎
年
の
江
戸
下
向
を
果
た
し
た
。
享
保
二
十
年
は
、
四
月
二
日
に
参
向
、

四
日
に
江
戸
城
に
登
っ
て
吉
宗
の
引
見
に
あ
ず
か
り
、
七
日
に
饗
応
宴
、
十
一

日
に
辞
見
、十
三
日
に
江
戸
を
出
立
し
て
い
る（
拙
稿「
冷
泉
家
の
歴
史（
二
十
）

為
久
（
下
）」〈「
し
く
れ
て
い
」
七
〇
号
、一
九
九
九
年
一
〇
月
〉
参
照
）。「
た

び
ま
く
ら
」
の
歌
の
詞
書
に
い
う
「
二
日
」
は
、
江
戸
に
到
着
し
た
四
月
二
日

を
指
し
て
い
る
は
ず
で
、
恐
ら
く
は
宿
舎
に
到
着
し
た
夜
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

為
久
の
到
着
を
待
ち
兼
ね
た
よ
う
に
、
関
東
冷
泉
門
人
は
次
々
に
宿
舎
に
押

し
寄
せ
た
。
充
長
の
歌
は
、『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
の
詞
書
に
拠
れ
ば
明
ら
か

に
宿
舎
で
詠
ま
れ
た
も
の
。
ほ
と
と
ぎ
す
を
題
材
と
す
る
の
は
為
久
の
「
た
び

ま
く
ら
」
歌
を
念
頭
に
置
く
故
だ
ろ
う
。
そ
し
て
道
筑
信
遍
歌
の
「
二
よ
」
が

枕
詞
「
玉
く
し
げ
」
を
冠
す
る
「
蓋
」
に
為
綱
・
為
久
の
「
二
代
」
と
「
二
日

の
夜
」
の
意
を
掛
け
る
の
は
確
か
な
の
で
、
四
月
二
日
の
夜
に
信
遍
が
宿
舎
に

為
久
を
訪
問
し
た
際
の
歌
と
見
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
歌

だ
け
で
は
日
の
特
定
が
難
し
い
と
の
判
断
も
あ
り
得
る
の
で
、「
四
月
二
日
以

降
」
と
幅
を
持
た
せ
て
立
項
し
て
お
く
。

元
文
元
年　
　

丙
辰　

一
七
三
六　

四
十
八
歳

○　

三
月
十
三
日
以
降
、
江
戸
下
向
中
の
冷
泉
為
久
と
和
歌
の
贈
答
を
す
る
。

（『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
）

　

拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
八
）」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
六
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
の
追
補
で
あ
る
。

　

池
上
家
文
書
蔵
『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
に
基
づ
き
、
元
文
元
年
の
為
久
江
戸

下
向
時
の
信
遍
と
の
贈
答
が
確
認
で
き
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　

造
花
に
そ
へ
て
奉
り
け
る　
　
　
　
　
　

道
筑

　
　

春
と
い
へ
ど
華
な
き
里
は
是
な
ら
で
君
が
か
ざ
し
に
何
を
お
ら
ま
し

　
　
　
　

御
返
し
、
あ
ふ
ぎ
に
書
て
給
り
し

　
　

か
へ
さ
に
は
都
の
春
も
過
ぬ
べ
し
か
ざ
し
て
ゆ
か
む
は
な
の
色
々

　

伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
久
集
』
で
は
、
道
筑
信
遍
歌
の
初
句
が
「
春
と
い
へ

ば
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
代
こ
そ
明
記
さ
れ
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
『
片
玉
集
』
前
集
巻
三
十
六
に
も
こ
の
贈
答
歌
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
は
『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
と
同
じ
く
「
春
と
い
へ
ど
」
で
あ
る
。
歌
語
と
し
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三

て
は
「
春
と
い
へ
ば
」
の
方
が
一
般
的
だ
が
、
初
句
か
ら
二
句
に
か
け
て
の
意

味
は
、「
春
に
な
っ
て
も
こ
れ
と
い
っ
た
花
の
な
い
里
」
で
こ
そ
通
る
の
で
、「
春

と
い
へ
ど
」
の
方
が
よ
い
。『
冷
泉
為
久
集
』
の
本
文
に
は
誤
写
を
想
定
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
年
、
為
久
は
三
月
十
三
日
に
参
向
、
二
十
三
日
に
帰
途
に
つ
く
ま
で
江

戸
に
滞
在
し
た
。

元
文
二
年　
　

丁
巳　

一
七
三
七　

四
十
九
歳

○ 　

三
月
十
一
日
、
吉
宗
、
飛
鳥
山
に
行
き
、
遊
楽
。
信
遍
は
先
に
出
向
い
て

吉
宗
を
迎
え
る
。こ
の
日
、飛
鳥
山
を
金
輪
寺
に
下
賜
す
る
旨
の
上
意
あ
り
。

ま
た
、
こ
の
日
に
詠
じ
た
和
歌
二
首
を
、
後
日
、
冷
泉
為
久
に
呈
し
、
点
削

を
受
け
る
。（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』、『
諸
家
系
譜
』、『
三
世
の
な
み
』、
川
崎

市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵
『
か
き
つ
む
玉
』）

　

拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
九
）」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
六
七
巻
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
で
は
、『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
に
依
拠
し
て

こ
の
項
の
考
証
を
展
開
し
た
が
、「
年
譜
稿
」
記
述
の
根
本
資
料
の
一
つ
で
あ

る
内
閣
文
庫
蔵
『
諸
家
系
譜
』
と
信
遍
の
家
集
『
三
世
の
な
み
』
の
記
載
を
新

た
に
組
み
入
れ
て
、「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
一
）」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
論
集
』
第
六
九
巻
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
に
追
補
し
た
。
当
日
、
飛

鳥
山
で
信
遍
が
詠
じ
た
歌
は
、『
三
世
の
な
み
』
で
は
次
の
二
首
で
あ
っ
た
（
詞

書
は
省
略
す
る
）。

　
　

わ
が
君
が
か
ざ
し
の
春
の
桜
が
り
花
も
千
と
せ
の
色
か
に
や
さ
く

　
　

か
ら
衣
花
の
香
そ
へ
て
ぬ
ぎ
か
ふ
る
春
の
め
ぐ
み
ぞ
を
き
ど
こ
ろ
な
き

　

と
こ
ろ
が
、川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵『
か
き
つ
む
玉
』（
池

上
家
文
書
目
録
Ｇ
池
上
文
庫
２
冷
泉
家
・
門
下
和
歌
15
）
に
次
の
記
事
を
見
出

し
、
信
遍
歌
に
異
伝
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
る
こ
と

と
し
た
。

　
　
　
　

王
子
と
い
ふ
所
に
花
御
覧
の
頃
、
歌
奉
れ
と
仰
ご
と
に
て

　
　

折
に
お
（
マ
マ
）ふ
き
み
が
か
ざ
し
の
桜
が
り
は
な
の
ち
と
せ
の
色
を
そ
ふ
ら
し

　
　
　
　

お
な
じ
日
、
花
の
も
と
に
て
唐
服
を
給
り
て

　
　

唐
衣
立
ま
ふ
花
の
袖
せ
ば
み
つ
ゆ
の
恵
の
お
き
所
な
き

　
『
か
き
つ
む
玉
』
は
信
遍
の
曾
孫
司
直
関
係
の
雑
記
で
、
近
世
末
期
の
写
本

で
あ
る
。
そ
の
巻
末
近
く
に
右
の
記
事
が
見
え
る
。『
か
き
つ
む
玉
』
と
『
三

世
の
な
み
』
の
所
収
歌
を
比
べ
る
と
、
前
者
が
当
日
の
原
作
、
後
者
が
為
久
の

点
削
を
経
た
形
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
首
目
、「
色
を
そ
ふ
」

主
体
が
「
桜
が
り
」
で
は
お
か
し
い
の
を
、「
花
も
千
と
せ
の
色
か
に
や
さ
く
」

と
、花
に
焦
点
を
定
め
て
捉
え
直
す
。
二
首
目
、「
立
ま
ふ
花
」
と
「
つ
ゆ
の
恵
」

の
関
連
が
つ
き
に
く
い
の
を
改
め
、「
春
の
め
ぐ
み
」
に
集
約
さ
せ
て
ゆ
く
。

明
ら
か
に
『
三
世
の
な
み
』
所
収
歌
の
方
が
整
っ
て
い
る
。
為
久
の
目
を
経
た

所
以
で
あ
ろ
う
。
点
削
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、『
か

き
つ
む
玉
』
の
記
事
は
貴
重
で
あ
る
。
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四

元
文
三
年　
　

戊
午　

一
七
三
八　

五
十
歳

○　

十
二
月
二
十
九
日
、
火
災
で
屋
敷
を
焼
失
す
る
か
。（『
三
世
の
な
み
』）

　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
一
）」
は
元
文
三
年
末
ま
で
の
事
跡
を
辿
っ
た
が
、

次
に
掲
げ
る
『
三
世
の
な
み
』
の
歌
を
年
譜
上
に
生
か
す
見
通
し
が
得
ら
れ
た

の
で
、
新
た
に
項
目
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　

 

春
の
始
、
家
の
や
け
て
侍
し
が
、
ひ
ま
あ
ら
は
な
る
こ
屋
に
て
、
雪

さ
へ
う
ち
散
し
か
ば

　
　

あ
し
垣
の
世
の
う
き
ふ
し
も
つ
も
れ
と
や
春
と
も
い
は
ず
雪
の
降
ら
ん

　
　
　
　
　

 

尤
候
。
ふ
る
雪
も
春
に
と
け
な
ば
あ
し
の
屋
の
よ
の
う
き
ふ
し
も

い
ま
ぞ
忘
れ
ん

　

大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
蔵
本
で
は
、為
久
の
書
き
添
え
た
和
歌
の
二
句
が「
春

に
と
け
な
ん
」
と
あ
る
が
、『
三
世
の
な
み
』
の
別
系
統
に
属
す
る
川
崎
市
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵
『
三
代
の
波
類
題
』（
池
上
家
文
書
目
録
Ｇ

池
上
文
庫
２
冷
泉
家
・
門
下
和
歌
５
）
に
お
い
て
も
「
春
に
と
け
な
ば
」
の
形

な
の
で
、
森
文
庫
本
の
本
文
は
誤
写
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
あ
し
垣
の
」
歌
の
『
三
世
の
な
み
』
に
お
け
る
位
置
は
、
前
項
で
言

及
し
た
元
文
二
年
三
月
十
一
日
の
飛
鳥
山
遊
楽
の
歌
の
直
後
、
そ
し
て
「
寄
書

恋
」
歌
一
首
を
挟
ん
だ
後
ろ
に
は
、
元
文
五
年
三
月
、
冷
泉
為
久
・
葉
室
頼
胤

ら
の
隅
田
川
遊
覧
に
随
行
し
た
際
の
歌
が
並
ぶ
。『
三
世
の
な
み
』
の
歌
は
概

ね
年
代
順
に
配
列
さ
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
配
置
を
信
用
す
る
限
り
、

元
文
二
年
春
か
ら
五
年
春
ま
で
の
間
の
ど
こ
か
で
成
島
家
は
火
災
に
遭
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
成
島
家
の
所
在
地
は
ど
こ
だ
っ
た
か
。『
諸
家
系
譜
』
所
収
「
先

祖
書
」
の
信
遍
項
の
末
尾
に
は
、「
一
、
拝
領
屋
敷
、
浅
草
御
厩
河
岸
三
好
町

拝
領
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
須
原
屋
版
『
武
鑑
』
の
諸
御
役
の
部
を
、「
御
同

朋
格
奥
務
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
元
文
三
年
版
か
ら
見
て
ゆ
く

と
、「
成
島
道
筑
」
の
記
載
の
上
に
は
「
浅
く
さ
鳥
ご
へ
」
の
所
付
が
あ
る
（「
成

島
信
遍
年
譜
稿
（
十
一
）」
参
照
）。
そ
れ
が
「
浅
く
さ
お
馬
や
が
し
」
に
変
更

さ
れ
る
の
は
信
遍
晩
年
の
宝
暦
九
年
で
あ
っ
た
。『
武
鑑
』
記
載
の
修
正
が
多

少
遅
れ
る
の
は
常
だ
か
ら
、
宝
暦
よ
り
も
前
に
御
厩
河
岸
に
転
居
し
た
可
能
性

が
あ
り
、
現
に
池
上
家
文
書
蔵
寛
延
二
年
九
月
十
八
日
付
池
上
幸
政
宛
信
遍
書

簡
（
池
上
家
文
書
目
録
Ｆ
書
簡
留
・
書
簡
７

－

１
）
に
は
、
差
出
人
が
「
御
馬

や
が
し
」、
宛
先
が
「
河
原
へ
」
と
な
っ
て
い
て
、
遅
く
と
も
寛
延
二
年
に
は

成
島
家
が
御
厩
河
岸
に
存
在
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
（
本
「
年
譜
稿
」
の
記

述
が
寛
延
二
年
に
達
し
た
時
点
で
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
）
が
、
転
居
の
時

点
は
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
浅
草
鳥
越
町
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
元
文
二
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
立

春
後
間
も
な
く
浅
草
一
円
が
焼
失
す
る
よ
う
な
火
事
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

が
成
島
家
を
焼
き
、
信
遍
の
「
あ
し
垣
の
」
歌
を
生
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
観
点
で
東
京
市
役
所
編
纂
『
東
京
市
史
稿　

変
災
篇
第
四
』（
東

京
市
役
所
、
一
九
一
七
年
）
を
通
覧
す
る
と
、
元
文
三
年
十
二
月
二
十
九
日
の

戌
の
刻
に
浅
草
田
原
町
よ
り
出
火
し
て
延
焼
、
本
所
ま
で
飛
び
火
し
た
火
災
が
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五

目
に
付
く
。
し
か
も
こ
の
年
は
十
二
月
二
十
七
日
に
立
春
を
迎
え
て
い
た
。
火

事
の
二
日
前
で
あ
る
。
詞
書
に
い
う
「
春
の
始
」
の
条
件
に
こ
れ
ほ
ど
適
合
す

る
事
例
は
な
い
。

　

成
島
家
罹
災
の
程
度
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
信
遍
自
身
の
証

言
が
「
あ
し
垣
の
」
歌
と
詞
書
に
限
ら
れ
、
為
久
の
褒
詞
と
添
え
書
き
の
和
歌

も
具
体
性
に
欠
け
る
た
め
、
推
測
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
。
た
だ
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵
『
芙
蓉
楼
全
集
』
に
集
成
さ
れ
た
和
文
の
う
ち
、
元
文
四
年
以

降
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
る
の
は
確
か
の
よ
う
で
あ
り
、
元
文
三
年

末
に
信
遍
は
蔵
書
や
書
留
の
多
く
を
失
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
以
上
、
追
補
）

元
文
四
年　
　

己
未　

一
七
三
九　

五
十
一
歳

○ 　

三
月
二
日
以
降
八
日
以
前
、
金
輪
寺
住
持
宥
衛
の
依
頼
に
よ
り
飛
鳥
山
の

桜
の
枝
を
冷
泉
為
久
に
献
上
、
八
日
に
為
久
よ
り
和
歌
を
受
け
取
り
、
九
日

に
将
軍
吉
宗
の
御
覧
に
入
れ
、
十
日
に
金
輪
寺
に
届
け
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』、『
仰
高
録
』
他
）

　

ま
ず
経
緯
の
概
略
を
見
る
べ
く
、
和
鼎
の
『
飛
鳥
山
碑
始
末
』（
国
立
国
会

図
書
館
蔵
）
巻
二
「
麗
藻
」
冒
頭
の
一
節
を
引
用
す
る
。
な
お
、
翌
元
文
五
年

春
の
記
事
も
含
む
が
、一
連
の
記
述
な
の
で
合
わ
せ
て
掲
げ
る
。適
宜
句
読
点
・

濁
点
な
ど
を
補
い
、
見
消
の
類
は
訂
正
後
の
形
で
示
し
た
。

　
　

 

元
文
四
年
己
未
の
春
、
旨
を
う
け
て
、
飛
鳥
山
の
桜
花
の
枝
を
、
金
輪
寺

住
持
権
大
僧
都
宥
衛
よ
り
父
な
る
人
道
筑
を
も
つ
て
、
伝
奏
の
旅
館
へ
奉

り
し
か
ば
、
冷
泉
大
納
言
為
久
書
て
給
は
り
し
和
歌
并
は
し
が
き　

竪
詠

草
奉
書
折
懸
に
か
き
て

　
　
　
　

 

飛
鳥
山
と
い
へ
る
所
の
花
と
て
人
の
見
せ
け
る
若
木
の
枝
、
こ
と
に

う
る
は
し
き
色
か
も
世
に
似
ず
ぞ
覚
へ
し
。
江
戸
よ
り
は
陰
ふ
む
ば

か
り
の
近
さ
な
れ
ど
行
て
見
ぬ
思
ひ
を
、
霞
の
関
に
と
ゞ
む
る
ば
か

り
に
な
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
久

　
　
　

折
枝
の
色
香
を
見
ず
は
飛
鳥
山
花
の
所
の
春
も
し
ら
れ
じ

　
　

 

竪
詠
草
に
か
き
て
父
な
る
人
に
給
は
れ
り
。
父
な
る
人
よ
り
御
覧
に
備
へ

し
か
ば
、
直
に
金
輪
寺
の
什
物
に
な
す
べ
き
よ
し
、
上
意
あ
り
。
住
持
宥

衛
に
給
は
り
、
裱
装
お
ご
そ
か
に
せ
ら
る
。
此
後
、
金
輪
寺
へ
御
成
の
日

は
、
故
事
と
な
り
て
い
つ
も
壁
に
か
け
置
て
御
覧
ぜ
さ
せ
奉
る
が
、
今
も

猶
左
の
ご
と
し
。
す
べ
て
吾
風
俗
の
な
ら
は
し
に
て
、
縉
紳
家
の
吟
詠
に

入
ら
ざ
る
土
地
に
は
名
勝
の
名
を
得
ざ
る
こ
と
な
る
が
、
飛
鳥
山
は
為
久

が
花
の
所
と
詠
ぜ
し
か
ら
に
は
、
古
来
よ
り
の
勝
地
に
も
准
ず
べ
し
と
上

意
あ
り
て
、
こ
と
に
御
機
嫌
な
り
し
と
や
。
次
の
年
の
春
、
又
冷
泉
殿
下

向
な
り
し
に
、
其
年
は
此
山
の
花
を
み
せ
ま
い
ら
せ
ざ
り
し
か
ば
、
江
戸

発
賀

（
マ
マ
）の
日
、
品
川
の
駅
に
て
、
金
輪
寺
へ
送
る
べ
し
と
の
事
に
て
、
一
首

の
和
歌
を
門
人
の
桑
村
櫟
斎
佳
孝
に
あ
た
へ
給
ひ
ぬ
。

　
　
　

咲
ぬ
と
も
つ
げ
ぬ
飛
鳥
の
山
桜
こ
ぞ
の
詞
の
色
や
忘
れ
し

　
　

 
此
事
の
御
聞
に
達
し
け
れ
ば
、
い
と
ね
ん
な
き
こ
と
に
お
ぼ
し
め
し
、
宥

衛
僧
都
を
し
て
桜
花
を
お
し
花
に
さ
せ
て
ま
い
ら
せ
し
め
け
る
に
、
大
納
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六

言
、

　
　
　

一
ふ
さ
の
色
か
も
春
の
後
見
よ
と
思
ひ
お
き
け
る
花
ぞ
え
な
ら
ぬ

　
　

と
か
き
て
給
ひ
し
と
な
ん
。

　

次
に
、
同
じ
巻
二
「
附
録
」
末
尾
近
く
の
記
事
を
掲
げ
る
。

　
　

 

冷
泉
殿
和
歌
写
之
奥
書
ニ
云
、
元
文
丁
（
マ
マ
）未
春
三
月
八
日
、
依
願
自
冷
泉
家

被
下
、
同
九
日
入
御
覧
、
明
星
ニ
飛
鳥
山
へ
持
参
、
於
神
前
披
構
（
マ
マ
）三
反
、

附
権
僧
都
宥
衛
帰
写
也
。
自
是
前
ニ
飛
鳥
山
之
桜
花
一
瓶
、
献
冷
泉
家
者

也
。

　

本
項
に
関
し
て
最
も
豊
富
な
情
報
を
有
す
る
の
は
こ
の
『
飛
鳥
山
碑
始
末
』

で
あ
る
が
、
磯
野
政
武
『
仰
高
録
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
も
補
う
べ
き
事
柄
が

記
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
吉
宗
の
御
成
の
際
に
は
金
輪
寺
で
は
必
ず
為
久
の
「
折

枝
の
」
和
歌
詠
草
を
掛
け
た
と
の
記
事
に
つ
い
て
、
割
書
で
「
或
時
、
此
掛
物

の
箱
を
出
さ
せ
御
覧
の
処
、
蓋
の
内
に
御
成
の
年
月
日
委
書
記
あ
り
。
実
尤
の

事
と
の
御
沙
汰
也
。」
と
あ
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
元
文
五
年
の
春
、
金
輪

寺
の
桜
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
為
久
の「
咲
ぬ
と
も
」歌
を
耳
に
し
た
吉
宗
が
、「
金

輪
寺
の
志
も
浅
き
事
な
り
。」
云
々
と
咎
め
、
関
係
者
の
面
目
が
な
か
っ
た
と

の
逸
話
で
あ
る
。「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」
巻
十
六
の
記
述
（『
新
訂
増
補
国

史
大
系　

徳
川
実
紀
』
第
九
篇
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
）
は
、『
仰
高
録
』
を
敷

衍
も
し
く
は
簡
略
化
し
て
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
掲
げ
る
こ
と
は
し
な

い
。

　

他
に
、
池
上
家
文
書
蔵
『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
や
伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
久

集
』
に
も
為
久
の
「
折
枝
の
」
歌
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
詞
書
も
、
桜
の
枝

を
持
参
し
た
人
物
を
単
に
「
人
」
と
呼
称
す
る
の
み
で
、
そ
れ
が
信
遍
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
は
一
切
な
い
。『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
三
に
従
っ
て
掲

出
し
て
お
く
。

　
　
　
　

 

あ
す
か
山
と
い
ふ
所
の
花
と
て
人
の
み
せ
け
る
わ
か
木
の
枝
の
色
香

も
、
世
に
ゝ
ず
ぞ
お
ぼ
え
し
。
江
戸
よ
り
は
陰
ふ
む
ば
か
り
の
近
さ

な
れ
ど
ゆ
き
て
み
ぬ
お
も
ひ
を
、
か
す
み
の
関
に
と
ゞ
む
る
ば
か
り

に
な
ん　
　
　
　
　
　

為
久
卿

　
　

折
枝
の
色
香
を
み
ず
は
飛
鳥
山
花
の
所
の
春
も
し
ら
れ
じ

　

為
久
の
立
場
で
考
え
れ
ば
、
そ
の
扱
い
は
至
極
も
っ
と
も
で
あ
る
。
冷
泉
門

幕
臣
の
中
心
と
し
て
活
動
す
る
信
遍
も
、
為
久
に
と
っ
て
は
大
勢
の
関
東
門
人

の
一
人
に
過
ぎ
な
い
。『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
も
『
仰
高
録
』
も
信
遍
側
の
資
料

に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
た
め
に
、
為
久
に
桜
の
枝
を
献
じ
た
人
物
が
信
遍
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
た
。
一
方
、
為
久
の
詠
草
に
依
拠
す
る
『
宗
匠
家
御
詠

歌
』
に
は
、
殊
更
に
信
遍
の
名
を
出
す
必
然
性
が
な
い
。
同
じ
事
跡
で
も
扱
う

人
の
立
場
に
よ
っ
て
記
述
の
精
粗
の
差
が
大
き
く
な
る
。
宗
匠
と
門
人
の
双
方

か
ら
資
料
を
検
討
す
る
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

　

最
後
に
残
る
の
は
、
信
遍
が
宥
衛
の
代
理
と
し
て
宿
舎
の
為
久
に
飛
鳥
山
の

桜
を
届
け
た
日
の
確
定
で
あ
る
。
元
文
四
年
の
為
久
江
戸
参
向
は
三
月
二
日
、

四
日
に
吉
宗
の
引
見
、
五
日
に
辞
見
、
七
日
に
饗
応
宴
が
行
わ
れ
、
九
日
に
江

戸
を
発
っ
て
い
る
。
公
式
行
事
の
な
い
三
日
、
六
日
あ
た
り
が
有
力
候
補
と
な

ろ
う
が
、
こ
れ
以
上
の
特
定
は
難
し
い
。
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七

○ 　

秋
頃
、
吉
宗
の
所
望
に
よ
る
公
卿
の
「
名
所
和
歌
」
成
り
、
信
遍
達
の
詠

じ
た
「
武
蔵
国
名
所
和
歌
」
と
と
も
に
屏
風
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
る
。

　

立
項
の
基
礎
に
は
、
以
下
の
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」
巻
十
六
の
記
載
が

存
在
す
る
。

　
　

 

元
文
の
こ
ろ
関
白
兼
香
公
に
御
旨
を
伝
へ
ら
れ
、
公
卿
中
和
歌
に
す
ぐ
れ

た
る
か
た
〴
〵
を
え
ら
び
て
、
聞
え
給
ふ
べ
し
と
有
し
か
ば
、
関
白
よ
り

上
皇
に
奏
聞
あ
り
し
に
、
と
り
〴
〵
聞
え
あ
れ
ど
、
ま
づ
う
ち
つ
け
に
は

中
院
通
躬
、
三
条
西
公
福
、
烏
丸
光
栄
、
冷
泉
為
久
に
こ
え
た
る
は
あ
る

ま
じ
と
定
め
ら
る
。
さ
ら
ば
其
人
々
に
、
各
四
季
雑
の
う
た
十
二
首
詠
出

し
て
進
ら
す
べ
し
と
の
事
に
て
、
い
づ
れ
も
竪
詠
草
に
か
き
奉
ら
る
。
御

覧
の
後
描
金
の
色
紙
を
下
さ
れ
、
そ
れ
に
清
書
し
て
献
じ
た
り
。
た
ゞ
し

中
院
通
躬
公
は
そ
の
こ
ろ
病
あ
つ
き
に
よ
り
、
弟
通
度
の
卿
し
て
清
書
せ

ら
る
。
色
紙
の
絵
は
土
佐
左
近
将
監
光
芳
、
住
吉
内
記
広
守
に
か
ゝ
せ
ら

れ
し
と
ぞ
。
こ
の
御
謝
儀
と
し
て
、
関
白
に
紅
白
縮
緬
十
巻
、
鶴
一
双
を

く
ら
れ
、詠
歌
あ
り
し
公
卿
に
紅
白
縮
緬
を
の
〳
〵
十
巻
を
ひ
か
れ
け
り
。

其
後
ま
た
近
臣
田
沼
主
殿
頭
意
行
、
小
堀
土
佐
守
政
方
、
巨
勢
大
和
守
利

啓
、
大
島
近
江
守
以
興
を
は
じ
め
、
成
島
道
筑
信
遍
等
に
も
命
あ
り
て
、

武
蔵
国
の
名
所
の
和
歌
を
詠
進
せ
し
め
ら
る
。
さ
き
の
公
卿
の
和
歌
と
あ

は
せ
て
御
屏
風
に
を
さ
れ
た
り
。
こ
れ
風
流
を
こ
の
ま
せ
給
ふ
の
み
に
も

あ
ら
ず
。
道
々
の
材
能
を
す
ゝ
め
給
は
ん
と
の
盛
慮
な
り
と
ぞ
聞
え
し
。

（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』
第
九
篇
二
九
九
頁
）

　

残
念
な
が
ら
、こ
の
催
し
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、漠
然
と
「
元

文
の
こ
ろ
」
と
あ
る
ば
か
り
で
明
記
さ
れ
な
い
。
時
期
を
示
す
資
料
を
見
出
す

必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
中
院
通
躬
、
三
条
西
公
福
、
烏
丸
光
栄
、
冷
泉
為
久
の
四
人
が
十
二

題
十
二
首
ず
つ
詠
じ
た
「
名
所
和
歌
」
四
十
八
首
の
伝
本
を
見
る
。
都
立
中
央

図
書
館
特
別
買
上
文
庫
蔵
（
蜂
屋
茂
橘
旧
蔵
）「
将
軍
吉
宗
公
依
御
所
望
詠
進

和
歌
」（
請
求
番
号　

二
〇
二
七
）
の
内
題
に
「
元
文
第
四
従
将
軍
吉
宗
公
依

御
所
望
詠
進
和
歌
」と
あ
る
。
次
に
、内
閣
文
庫
蔵「
将
軍
家
御
屏
風
和
歌
」（
請

求
番
号　

二
〇
一

－

七
一
五
）
の
奥
書
に
は
「
元
文
四
年
己
未
初
冬
中
浣
写
焉
」

と
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
雑
花
錦
語
集
』
巻
二
十
三
に
「
名

所
之
倭
歌
四
十
八
首
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
事
の
末
尾
に
「
右
一
帖

者
、
元
文
四
己
未
夏
、
従
関
東
将
軍
家
、
一
条
関
白
家
江
向
被
為
仰
越
名
所
之

和
歌
四
十
八
首
（
下
略
）」（
引
用
は
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学

科
編
集
発
行
「
雑
花
錦
語
集
（
抄
）　

第
４
編　

巻
二
一
〜
二
三
」〈
二
〇
〇
八

年
三
月
〉
の
翻
字
に
拠
っ
た
）
と
あ
っ
て
、こ
こ
で
は
夏
の
成
立
と
す
る
。『
片

玉
集
』
前
集
巻
二
十
九
で
は
通
躬
、
公
福
、
光
栄
、
為
久
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ

十
二
首
を
ま
と
め
て
配
列
し
て
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
「
元
文
四
年
、
従
関

東
依
仰
所
被
詠
進
也
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
月
の
特
定
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
為
久
の
十
二
首
の
み
を
抄
出
し
た
資
料
を
検
討
す
る
。
池
上
家
文
書

蔵
『
宗
匠
家
御
詠
歌
』
一
の
当
該
資
料
の
見
出
し
に
は
「
元
文
四
年
秋
、
従
関

東
之
依
仰
事
、
中
院
右
府
公
、
烏
丸
、
西
三
条
、
冷
泉
家
各
十
二
首
宛
詠
進
名

所
和
歌
四
十
八
首
之
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
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八

久
集
』
に
も
十
二
首
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
始
め
に
は
「
元
文
四
秋
、
従
関
東
依

御
所
望
御
屏
風
名
所
和
歌
十
二
首
詠
進
之
」
と
注
記
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
拙
稿

「
冷
泉
家
の
歴
史
（
十
九
）
為
久
（
上
）」（「
し
く
れ
て
い
」
六
九
号
、

一
九
九
九
年
七
月
）
の
図
版
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
為
久
詠
進
十
二
首
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
際
、
当
該
巻
子
本
の
端
裏
書
に
「
元
文
四

年
八
月
関
東
へ
詠
進
清
書
之
余
分
此
上
封
遣
之
」
と
あ
る
旨
、
文
庫
よ
り
御
教

示
を
得
た
（
た
だ
し
実
物
は
未
見
）。
こ
の
記
事
に
従
う
限
り
、
為
久
が
自
分

の
詠
草
を
江
戸
に
送
付
し
た
の
は
八
月
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
が
最
終
的

な
取
り
ま
と
め
の
時
期
と
重
な
る
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

以
上
、
管
見
に
入
っ
た
諸
資
料
を
突
き
合
わ
せ
て
検
討
し
た
。
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
本
の
記
載
を
尊
重
す
る
な
ら
、
八
月
よ
り
前
に
四
人
の
公
卿
の
作
が

出
揃
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、『
雑
花
錦
語
集
』
に
い
う
夏
の
成
立
は

難
し
い
。た
だ
し
、吉
宗
の
所
望
が
公
卿
達
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
そ
の
頃
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
四
公
卿
の
「
名
所
和
歌
」
は
、
あ
る
程
度
の

幅
を
持
た
せ
て
元
文
四
年
秋
頃
に
成
立
し
た
と
見
て
お
き
た
い
。

　

ち
な
み
に
、『
雑
花
錦
語
集
』
巻
二
十
三
の
記
事
に
は
、
幕
府
か
ら
一
条
兼

香
及
び
四
公
卿
に
下
さ
れ
た
褒
美
の
種
類
と
数
量
が
箇
条
書
き
で
明
記
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
条
関
白
兼
香
に
は
「
羽
二
重
三
十
疋　

鶴
一
羽
」、

中
院
通
躬
に
は
「
縮
緬
五
十
巻　

鶴
一
羽
」、
冷
泉
為
久
・
烏
丸
光
栄
・
三
条

西
公
福
に
そ
れ
ぞ
れ
「
縮
緬
五
十
巻　

鮭
三
尺
」
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」
巻
十
六
の
記
述
と
大
き
く
異
な
る
。
四

公
卿
の
家
に
伝
存
し
た
で
あ
ろ
う
拝
領
の
目
録
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
伝
聞
で

記
し
た
が
故
の
齟
齬
が
二
つ
の
資
料
の
間
に
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
が
正
し
い
の
か
は
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。

　

さ
て
、公
卿
の
「
名
所
和
歌
」
詠
進
を
受
け
て
吉
宗
の
近
臣
達
が
詠
じ
た
「
武

蔵
国
名
所
和
歌
」
で
あ
る
が
、
先
に
引
い
た
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」
の
記

述
に
一
箇
所
、
明
確
な
事
実
誤
認
が
実
は
存
す
る
。
即
ち
、「
其
後
ま
た
近
臣

田
沼
主
殿
頭
意
行
、
小
堀
土
佐
守
政
方
、
巨
勢
大
和
守
利
啓
、
大
島
近
江
守
以

興
を
は
じ
め
、
成
島
道
筑
信
遍
等
に
も
命
あ
り
て
、
武
蔵
国
の
名
所
の
和
歌
を

詠
進
せ
し
め
ら
る
。」
の
う
ち
、
命
を
受
け
た
近
臣
の
一
人
と
し
て
「
田
沼
主

殿
頭
意
行
」
が
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿

（
六
）

－

享
保
十
四
年
〜
二
十
年

－

」
で
も
述
べ
た
通
り
、
意
行
は
享
保
十
九

年
十
二
月
十
八
日
に
四
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
元
文
四
年
秋
に
成
立
し
た
公

卿
の
「
名
所
和
歌
」
無
く
し
て
幕
臣
の
「
武
蔵
国
名
所
和
歌
」
は
存
在
し
得
な

い
わ
け
だ
か
ら
、
既
に
五
年
前
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
意
行
が
こ
の
企
て
に

参
加
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
『
片
玉
集
』
前
集
巻
三
十
六
所
収

「
御
屏
風
名
所
和
歌
」
や
池
上
家
文
書
蔵
『
酔
翁
聞
書
』
巻
六
（
池
上
家
文
書

目
録
Ｇ
池
上
文
庫
14
見
聞
書
留
６
）
に
は
、
以
興
、
信
遍
、
政
方
、
利
啓
の
四

人
に
よ
る
十
二
題
十
二
首
が
収
め
ら
れ
る
の
み
で
、
意
行
の
関
与
の
痕
跡
は
ど

こ
に
も
な
い
。『
片
玉
集
』
に
従
っ
て
十
二
首
を
示
し
、『
酔
翁
聞
書
』
と
の
異

同
を
注
記
す
る
。

　
　
　

御
屏
風
名
所
和
歌

　
　
　
　

荒
藺
崎　
　
　
　
　
　
　

以
興　

大
島
近
江
守

　
　

春
く
れ
ば
緑
に
つ
ゞ
く
草
陰
の
あ
ら
ゐ
の
崎
の
松
の
一
入
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向
岡　
　
　
　
　
　
　
　

信
遍　

成
島
道
筑

　
　

若
草
の
つ
ま
や
こ
も
れ
る
む
さ
し
の
ゝ
む
か
ひ
の
岡
に
き
ゞ
す
鳴
也
（
１
）

　
　
　
　

霞
関　
　
　
　
　
　
　
　

政
方　

小
堀
土
佐
守

　
　

く
れ
て
ゆ
く
名
残
も
あ
か
ぬ
花
鳥
の
春
を
霞
の
関
に
と
ゞ
め
よ

　
　
　
　

忍
杜　
　
　
　
　
　
　
　

信
遍

　
　

人
（
２
）
も
き
て
き
け
ば
や
こ
ゝ
に
時
鳥
し
の
び
の
森
の
木
が
く
れ
の
こ
ゑ

　
　
　
　

狭
山　
　
　
　
　
　
　
　

政
方

　
　

陰
ふ
か
き
さ
や
ま
が
露
に
立
ぬ
れ
て
と
も
し
の
松
を
（
３
）
鹿
や
待
ら
ん

　
　
　
　

堀
兼
井　
　
　
　
　
　
　

以
興

　
　

ほ
り
か
ね
の
井
は
夏
草
に
か
く
ろ
ひ
て
緑
ぞ
ふ
か
き
む
さ
し
の
ゝ
原
（
４
）

　
　
　
　

武
蔵
野

　
　

む
さ
し
の
ゝ
ち
ぐ
さ
の
露
を
や
ど
り
に
て
月
も
は
て
な
き
秋
に
す
む
ら
し

　
　
　
　

入
間
里　
　
　
　
　
　
　

信
遍

　
　

た
が
か
た
に
お
も
ひ
入
間
の
里
と
ひ
て
た
の
む
の
雁
も
よ
る
と
鳴
ら
し

　
　
　
　

立
野　
　
　
　
　
　
　
　

利
啓　

巨
勢
大
和
守

　
　

 

さ
ほ
し
か
も
を
り
は
へ
な
く
や
か
ら
に
し
き
立
の
ゝ
は
じ
の
も
み
ぢ
す
る

比

　
　
　
　

角
田
川

　
　

風
さ
え
て
日
も
く
れ
ぬ
と
や
す
み
だ
川
こ
ほ
る
み
ぎ
は
に
船
よ
ば
ふ
声

　
　
　
　

富
士

　
　

こ
ゝ
に
ふ
る
雪
は
い
つ
み
ん
む
さ
し
の
ゝ
枯
生
の
末
に
む
か
ふ
ふ
じ
の
ね

　
　
　
　

玉
川　
　
　
　
　
　
　
　

政
方

　
　

五
百
機
（
５
）
に
を
り
つ
む
賤
が
手
つ
く
り
や
雪
を
さ
ら
せ
る
玉
河
の
里

　
　
　

右
、
依
有
徳
院
公
方
様
仰
詠
出
之
。

（
１
）　

也
―
―
声
（『
酔
翁
聞
書
』）

（
２
）　

人
―
―
ま
た
（『
酔
翁
聞
書
』）

（
３
）　

松
を
―
―
さ
つ
お
（『
酔
翁
聞
書
』）

（
４
）　

ほ
り
か
ね
の
井
は
夏
草
に
か
く
ろ
ひ
て
緑
ぞ
ふ
か
き
む
さ
し
の
ゝ
原

―
―
む
さ
し
野
や
か
ぎ
り
し
ら
れ
ぬ
五
月
雨
に
ほ
り
か
ね
の
井
も
水
草

お
ふ
ら
し
（『
酔
翁
聞
書
』）

（
５
）　

五
百
機
―
―
八
百
機
（『
酔
翁
聞
書
』）

　

以
上
五
点
の
異
同
は
、
単
な
る
誤
写
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
も
の
も
含
む
の

で
、
一
通
り
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
（
１
）
は
、「
今
も
ま
だ
妻
や

こ
も
れ
る
武
蔵
の
の
霞
の
内
に
き
ぎ
す
鳴
く
な
り
」（
正
治
後
度
百
首
・

三
〇
三
・
源
具
親
、
題
「
霞
」。
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻
に
拠
る
）

と
同
じ
構
文
で
あ
り
、
初
二
句
の
疑
問
の
根
拠
を
三
〜
結
句
で
述
べ
る
わ
け
だ

か
ら
、「
き
ゞ
す
鳴
也
」
の
方
が
よ
い
。
初
案
が
「
き
ゞ
す
鳴
声
」
だ
っ
た
の

を
為
久
が
添
削
し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。（
２
）
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
忍
び

音
な
ら
「
人
」
の
存
在
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
い
う
の
が
伝
統
和
歌
の
常
道
で

あ
る
か
ら
、「
人
も
き
て
」
で
よ
い
。『
酔
翁
聞
書
』
は
、「
人
」
字
を
「
又
」

と
誤
認
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
仮
名
書
き
し
て
傷
を
広
げ
た
形
と
な
っ
た
。（
３
）

は
「
松
を
」「
さ
つ
お
」
と
も
に
難
点
が
あ
る
。
ま
ず
「
松
を
」
は
「
と
も
し
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十

の
松
」
と
続
け
ば
意
味
を
な
す
が
、「
鹿
や
待
ら
ん
」
に
続
く
と
「
鹿
」
が
「
と

も
し
の
松
」を
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。鹿
は
照
射
の
松
に
ひ
か
れ
て
寄
っ

て
来
こ
そ
す
れ
、
照
射
を
「
待
つ
」
は
ず
が
な
い
。
次
に
「
さ
つ
お
」
は
「
さ

つ
を
」、
即
ち
猟
師
を
意
味
す
る
。
猟
師
が
照
射
を
仕
組
ん
で
鹿
が
寄
っ
て
来

る
の
を
待
つ
情
景
で
あ
り
、
結
句
へ
の
続
き
方
は
こ
ち
ら
の
方
が
よ
い
。
問
題

は
、「
と
も
し
の
さ
つ
お
」
と
い
う
語
句
が
「
照
射
を
仕
掛
け
た
猟
師
」
の
意

味
を
伝
え
る
に
は
舌
足
ら
ず
と
い
う
点
で
あ
る
。「
と
も
し
す
る
」
な
ら
通
じ

る
所
だ
が
、
政
方
の
表
現
力
の
乏
し
さ
故
か
。「
さ
」
は
「
万
」
を
字
母
と
す

る
「
ま
」
と
紛
れ
や
す
く
、
本
来
「
さ
つ
」
と
あ
っ
た
の
を
「
ま
つ
」
と
誤
認

し
て
漢
字
を
当
て
た
の
が『
片
玉
集
』の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。（
４
）

は
ま
さ
し
く
添
削
の
結
果
で
あ
ろ
う
。『
酔
翁
聞
書
』
の
形
で
は
「
五
月
雨
」

を
詠
み
込
む
意
味
が
見
出
せ
な
い
。
ま
た
「
む
さ
し
野
や
か
ぎ
り
し
ら
れ
ぬ
」

と
い
う
疑
問
の
表
明
と
以
下
の
部
分
が
う
ま
く
連
動
し
な
い
。
一
首
の
整
合
性

と
な
だ
ら
か
な
言
葉
の
続
き
の
二
つ
の
点
で
、『
片
玉
集
』
の
形
の
方
が
ず
っ

と
優
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
為
久
の
添
削
を
経
て
『
片
玉
集
』
に
見
る
歌

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
５
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
五
百
機
」

が
正
し
い
。『
酔
翁
聞
書
』
に
書
き
取
る
際
に
池
上
幸
政
が
恐
ら
く
勘
違
い
を

し
た
と
推
測
す
る
。

　

信
遍
達
四
人
が
手
分
け
し
て
三
題
三
首
ず
つ
詠
進
し
た
の
が
い
つ
だ
っ
た
か

は
不
明
で
あ
る
。
元
文
五
年
に
入
っ
て
か
ら
の
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
が
、「
名

所
和
歌
」
と
の
関
係
の
深
さ
を
考
慮
し
て
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
。

○ 　

秋
以
降
、「
名
所
和
歌
」
に
つ
い
て
冷
泉
家
雑
掌
中
川
右
近
清
基
に
質
問

を
発
し
、
返
事
を
受
け
取
る
。（『
酔
翁
聞
書
』
巻
六
）

　
『
酔
翁
聞
書
』
巻
六
に
次
の
贈
答
歌
が
掲
載
さ
れ
る
。

　
　
　
　

名
所
和
歌
の
事
に
つ
き
て
、
右
近
が
許
に
申
遣
し
け
る　

信
遍

　
　

か
け
を
き
し
な
み
の
恵
の
か
ひ
あ
り
て
み
る
め
迷
は
ぬ
田
子
の
う
ら
藤

　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近

　
　

紫
の
ゆ
か
り
に
か
ゝ
る
心
よ
り
ま
が
は
で
や
み
し
田
子
の
う
ら
藤

　

信
遍
の
問
い
と
中
川
右
近
清
基
の
答
え
は
、「
田
子
の
浦
藤
」
に
関
し
て
交

わ
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詞
書
に
「
名
所
和
歌
の
事
に
つ
き
て
」
と
あ
る
の

で
、「
名
所
和
歌
」
で
為
久
の
詠
ん
だ
「
多
祜
浦
」
歌
に
限
定
し
た
質
疑
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
拙
稿
「
冷
泉
家
の
歴
史
（
十
九
）
為
久
（
上
）」
所
掲

の
図
版
に
従
っ
て
為
久
歌
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　

多
祜
浦

　
　

海
人
ご
ろ
も
は
る
だ
に
袖
の
色
そ
へ
と
た
こ
の
浦
ふ
ぢ
折
か
ざ
す
ら
し

　

信
遍
の
疑
問
の
中
身
は
無
論
分
か
ら
な
い
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
越
中

の
歌
枕
多
祜
浦
を
「
田
子
の
浦
」
と
も
書
き
、
そ
の
場
合
は
駿
河
の
田
子
の
浦

と
表
記
上
見
分
け
が
付
か
な
い
の
で
、
そ
の
点
を
問
う
書
簡
を
送
る
な
ど
の
こ

と
が
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
み
る
め
迷
は
ぬ
」

の
修
辞
は
そ
の
点
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
し
、
清
基
歌
の
「
ま
が
は
で
や
み
し
」

も
冷
泉
家
の
教
え
に
よ
っ
て
明
解
を
得
た
信
遍
に
同
慶
の
至
り
と
祝
っ
て
み
せ

た
言
葉
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
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十
一

○ 　

十
月
二
十
九
日
、
御
側
衆
巨
勢
縫
殿
頭
至
信
の
指
示
に
よ
り
、
奥
よ
り
返

却
さ
れ
る
「
類
題
集
」
等
三
十
七
点
の
歌
書
を
御
文
庫
に
引
き
渡
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
五
）

　
　

 

縫
殿
頭
殿
よ
り
御
手
紙
、
御
書
物
六
七
拾
部
下
リ
候
間
、
只
今
罷
出
候
様

被
仰
下
、
即
刻
罷
出
候
処
、
左
之
通
、
道
筑
を
以
御
渡
被
成
、
請
取
之
、

相
改
、
無
相
違
、
元
番
え
納
之
。

　

以
下
、
七
月
二
十
七
日
に
奥
へ
差
し
上
げ
ら
れ
た
「
類
題
集
」、
同
二
十
八

日
に
上
げ
ら
れ
た
「
歌
枕
名
寄
」
等
十
三
点
、
八
月
九
日
の
「
万
葉
拾
穂
抄
」、

八
月
二
十
八
日
の
「
五
百
番
歌
合
」
等
五
点
、
九
月
十
八
日
の
「
雲
葉
集
」
等

十
七
点
の
合
計
三
十
七
点
が
一
括
し
て
返
却
さ
れ
た
旨
の
記
述
が
続
く
。
七
月

二
十
七
日
は
御
側
衆
渋
谷
和
泉
守
良
信
、
同
二
十
八
日
は
巨
勢
縫
殿
頭
、
八
月

九
日
は
御
側
衆
松
平
肥
前
守
忠
根
、
同
二
十
八
日
は
巨
勢
縫
殿
頭
、
そ
し
て
九

月
十
八
日
は
御
側
衆
小
笠
原
石
見
守
政
登
の
指
示
が
あ
っ
て
上
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
七
月
下
旬
か
ら
ほ
ぼ
三
ヶ
月
、
吉
宗
を
取
り
巻
く
御
側
衆
達
が
何
ら
か

の
公
務
で
歌
書
を
通
覧
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
公
務
と
は
、
時
期
的
に
い
っ
て
、
四
公
卿
の
「
名
所
和
歌
」
の
解
釈
と
、

「
名
所
和
歌
」
を
受
け
て
の
「
武
蔵
国
名
所
和
歌
」
詠
進
以
外
に
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

○　

十
月
前
後
、
服
部
南
郭
を
介
し
て
岡
田
兼
山
と
書
簡
を
遣
り
取
り
す
る
。

（『
南
郭
先
生
文
集
』
三
編
、
天
理
図
書
館
蔵
『
芙
蕖
館
帖
』
第
二
巻
）

　

守
山
藩
家
老
を
勤
め
、
讒
言
に
よ
っ
て
蟄
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
岡
田
兼
山

と
服
部
南
郭
と
の
親
交
の
様
子
は
、
日
野
龍
夫
氏
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
に
、
そ

の
折
々
の
詩
文
を
根
拠
に
詳
述
さ
れ
る
が
、
同
書
二
九
七
〜
二
九
九
頁
に
か
け

て
、
こ
の
年
十
月
に
南
郭
が
兼
山
宛
に
「
報
田
兼
山
」（『
南
郭
先
生
文
集
』
三

編
巻
十
）
を
発
信
し
、
そ
の
中
で
兼
山
が
信
遍
へ
の
返
信
を
南
郭
に
託
し
た
旨

の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
南
郭
が
兼
山
に
対
し
て
信
遍
の
人
柄
を
説
明
す
る
文
言

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
此
生
固
よ
り
義
気
に
烈
に
、
已
諾
、

心
に
刻
む
。」
以
下
、
兼
山
へ
の
不
当
な
処
遇
に
憤
り
を
発
す
る
信
遍
の
性
格

を
読
み
取
る
日
野
氏
の
見
解
に
は
全
面
的
に
従
い
た
い
。さ
ら
に
、「
報
田
兼
山
」

に
対
す
る
兼
山
の
返
信
が
『
芙
蕖
館
帖
』
に
残
り
、「
南
郭
の
書
簡
に
同
封
さ

れ
た
成
島
道
筑
の
書
簡
に
、
兼
山
の
妻
に
贈
る
和
歌
二
首
が
添
え
ら
れ
て
あ
る

こ
と
へ
の
感
激
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
」（
同
書
二
九
九
頁
）
と
の
貴
重
な

情
報
も
あ
っ
た
（
返
信
の
写
真
は
三
〇
一
頁
に
掲
載
）。
天
理
図
書
館
蔵
『
芙

蕖
館
帖
』
第
二
巻
に
拠
っ
て
、
該
当
箇
所
を
私
に
書
き
下
し
て
示
す
。

　
　

 

先
生
の
書
中
、
錦
江
君
の
賜
書
有
り
。
命
諭
懇
篤
、
且
つ
賤
妻
に
錫
ふ
に

国
風
の
高
歌
二
首
を
以
て
す
。
頓
に
傷
悲
を
忘
れ
、
誦
読
反
復
す
。
惻
隠

の
恩
は
楮
墨
に
溢
れ
、
感
荷
無
量
な
り
。
重
ね
て
書
を
裁
し
、
将
に
焉
を

封
せ
ん
と
す
。
顧
み
て
思
惟
す
る
に
、
先
書
猶
ほ
按
剣
の
怒
り
に
触
れ
ん

こ
と
を
恐
る
。
幸
い
先
生
の
霊
を
頼
み
、
朽
株
意
外
の
寵
光
を
蒙
る
こ
と
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十
二

を
忌
ま
ず
、
再
び
威
厳
を
冒
し
て
褻
嫚
に
渉
る
。
斯
の
疏
の
罪
を
負
ひ
、

且
つ
畏
れ
、
且
つ
愧
づ
。
已
封
の
書
を
火
き
て
拙
荊
と
蹶
然
と
し
て
西
向

し
、
再
拝
稽
首
す
。
懐
ひ
の
胸
臆
に
積
る
所
以
な
り
。
景
慕
し
て
已
ま
ざ

る
者
、
遂
に
黙
す
べ
か
ら
ず
。

　

兼
山
は
、
幕
府
奥
務
の
信
遍
と
馴
れ
馴
れ
し
く
書
簡
の
遣
り
取
り
を
し
た
自

ら
の
行
為
を
反
省
し
、
妻
に
和
歌
二
首
を
贈
っ
て
く
れ
た
信
遍
の
配
慮
に
感
激

し
、
仲
介
の
労
を
取
っ
て
く
れ
た
南
郭
に
感
謝
す
る
。
信
遍
の
原
簡
が
伝
存
し

な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
南
郭
と
兼
山
の
文
面
か
ら
間
接
的
に
で
も
信
遍
の

人
柄
が
偲
ば
れ
る
の
は
有
り
難
い
。

△　

十
二
月
十
九
日
、
冷
泉
為
久
、
家
伝
秘
注
の
筥
を
開
覧
す
る
。

（『
冷
泉
為
久
集
』）

　

伊
達
文
庫
蔵
『
冷
泉
為
久
集
』
に
次
の
和
歌
が
あ
る
。

　
　
　
　

元
文
四
年
十
二
月
十
九
日
、令
啓
家
伝
秘
筥
給
。去
十
二
日
有
詔
旨
。

　
　

代
々
の
跡
ふ
み
見
る
道
や
ま
ど
は
ま
し
君
が
め
ぐ
み
の
光
そ
へ
ず
は

　

ま
た
、
小
倉
匡
聘
『
冷
泉
正
統
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
は
、
月
日
こ

そ
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、「
元
文
四
年
、父
卿
の
例
に
依
て
古
今
集
家
伝
の
筥
、

桜
町
帝
の
宣
下
を
蒙
り
、
開
見
し
給
へ
り
。」
と
の
一
節
が
あ
る
。

　

冷
泉
家
の
歌
学
は
、
御
所
の
古
今
伝
授
と
は
関
係
な
く
、
勅
許
を
得
て
家
伝

秘
注
の
筥
を
開
覧
す
る
こ
と
で
継
承
さ
れ
た
（
拙
著
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研

究
』第
三
章
第
三
節「
近
世
中
期
冷
泉
派
に
お
け
る
歌
学
継
承
の
諸
相
」参
照
）。

為
久
は
五
十
四
歳
。
ち
な
み
に
、為
綱
は
享
保
六
年
五
十
八
歳
（
仁
木
充
長
『
在

京
随
筆
』、
近
世
和
歌
研
究
会
編
『
近
世
歌
学
集
成
（
中
）』〈
明
治
書
院
、

一
九
九
七
年
〉
四
二
五
頁
）、
為
村
は
宝
暦
十
一
年
五
十
歳
（
池
上
幸
政
『
京

進
書
札
留
』、
拙
著
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
一
六
八
頁
参
照
）
で
開
覧

を
果
た
し
て
い
る
。
石
野
政
雄
氏
は
そ
の
論
考
「
近
世
堂
上
派
随
想
」（
三
古

会
編
『
近
世
の
学
芸

－

史
伝
と
考
証

－

』〈
八
木
書
店
、一
九
七
六
年
三
月
〉）
で
、

「
院
宣
に
よ
る
〈
開
古
今
伝
授
箱
（
冷
泉
家
文
庫
開
戸
）〉
は
、
為
綱
卿
は

五
十
九

（
マ
マ
）歳
の
と
き
、
為
久
卿
は
五
十
四
歳
、
為
村
卿
に
至
っ
て
は
五
十
歳
と
代

を
追
っ
て
若
く
な
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
宗
匠
家
の
研
鑽
の
深
ま
り
を
示
す
に

足
り
る
」（
同
書
三
二
一
頁
）
と
さ
れ
た
が
、
御
文
庫
勅
封
解
除
を
待
ち
兼
ね

た
よ
う
に
開
覧
し
、
翌
年
に
は
薨
じ
て
し
ま
っ
た
為
綱
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
比

べ
、
為
久
の
場
合
は
、
門
弟
指
導
に
か
な
り
の
実
績
を
積
み
上
げ
、
宮
廷
と
幕

府
の
間
を
周
旋
し
な
が
ら
時
の
熟
す
る
の
を
待
っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

本
人
の
「
研
鑽
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
為
久
を
め
ぐ
る
環
境
が
有
利
に
働
い

た
と
い
う
事
情
も
、
父
為
綱
よ
り
も
若
く
し
て
開
覧
を
遂
げ
た
理
由
と
し
て
数

え
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
〔
付
記
〕

　
　
　
　
　

 　

本
稿
は
、平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）

「
近
世
堂
上
派
歌
人
の
宗
匠
選
択
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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三

A Chronological Record 
of Narushima Nobuyuki’s Career (12)

Keiichi KUBOTA

　　 I have written Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1738 in series. This paper contains 

a revised and expanded edition of the chronological record (6), (8) and (11), and his career  in 1739.

　　 In March, he dedicated the cherry blossoms of Asukayama to Reizei Tamehisa, who came to 

Edo as a messenger of the Emperor.

　　 In autumn, Tokugawa Shogunate requested four court nobles, including Reizei Tamehisa, to 

write Meisho Waka, Japanese poems related to places famed in poetry. Tokugawa Yoshimune, the 

eighth Shogun, ordered his inner circle, including Nobuyuki, to compose Musashi-no-kuni Meisho 

Waka. So they tried to complete it while they were referring to Meisho Waka.
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